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    ２０１５－２０１６年度 ＲＩ会長 

   Ｋ．Ｒ．ラビンドラン 氏  

        

例会予定  １２月 ２日  クラブ総会 会員卓話 

        １２月 ９日  会員卓話            クラブ創立当初のバナーは、ロータリーのマークに 

                           「水」の字をあしらったものでしたが、創立１０周年 

         当時、バナーを変えたいという意見が出て、研究検 

ＶＯＬ．５３ Ｎｏ．１９（通算Ｎｏ．2460）          討の結果出来たものが現在のものです。 

         鬼怒川と小貝川にはさまれた水海道は、昔から水 

２０１５年１１月２５日（水） 例会プログラム     路を利用して、江戸に通じる要地として繁栄し、川と 

点 鐘         の関わり合いの深い所です。 

ロータリーソング                          鯰は「如拙」の「瓢箪鯰」にあるよう、また幸を招く 

ビジター紹介        魚として、川魚の代表的な魚です。この「鯰」と「川」 

出席報告              が当地の特色をもっとも的確に表すだろうと云う 

ＳＡＡ報告        ことで、東京女子美術学校講師であった増渕淳子 

諸報告              先生が両川の清流に黄金の鯰を配して図案化 

幹事報告              したものです。 

会長挨拶 

倉沢修市ガバナー公式訪問 

               

                                      

２０１５－２０１６年度        会   長  海 老 原 良 夫     幹   事  松 崎 隆 詞 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例会場・例会日≫    ≪事務所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790  〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3Ｆ         釜久ビル 3Ｆ 

毎週 水曜日 12：30～13：30 ☎0297-22-1251    ℡0297-30-0875  Fax0297-30-0876 

          E-mail mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

          URL http://www.mitsukaido-rc.jp/ 

mailto:mitsu-rc@lapis.plala.or.jp
http://www.mitsukaido-rc.jp/


１１月はロータリー財団月間 

2 

例会報告  ＶＯＬ．５３ Ｎｏ．１７（Ｎｏ．2458） １１月１１日（水）晴れ （司会 石井康弘委員長） 

 本例会での主な事項 

 ◎会長挨拶    ◎外部卓話  大子ロータリークラブ 

                 「海外における奉仕活動について」 

 

ビ ジ タ ー 

竜ヶ崎ロータリークラブ 会長 糸賀祥治様   渡利千里様 

取手ロータリークラブ会長 長谷 豊様  張貝正美様  飯田藤治様 

卓話者 第２８２０地区 世界社会奉仕委員長 大藤博文様（大子ロータリークラブ） 

 

お 見 舞 い  

取手ロータリークラブ 会長 長谷 豊様 

この度の豪雨災害に際しお見舞い申し上げます。本日義援金

をお持ちしました。有効に使っていたただければと思います。

これからも支援はさせていただきます。 

 

 

 

 

 

竜ヶ崎ロータリークラブ 会長 糸賀祥治様 

鬼怒川の決壊で甚大な被害を会員の過半数の方が受けられお見

舞い申し上げます。早くお見舞いに来るところ何かとお忙しいと思

い、時期をずらして本日伺いました。復興には時間がかかるとは思

いますが、復興の一助になればと思います。 

 

 

 

 

 

幹 事 報 告  松崎隆詞幹事 

週報受理クラブ なし 

例会変更通知 牛久ＲＣ １２月７日（月）→１２月６日（日）ハイアットホテル（東京） １８時より 

 

会 長 挨 拶  海老原良夫会長  11月 18日『落穂拾いと間引きの絵馬』<相互扶助と祈りの原風景>  

台風 18号豪雨災害により未曽有の大災害を被った常総市復興の道のりは遠く

険しいものが予測されます。未だ避難所生活を余儀なくされている市民。転出す

る市民の急増。 

水海道ＲＣは今後常総市と共に一日も早い復興に向け地域の再生という直面

する課題に取り組まねばなりません。市民の、そしてロータリアンの心の持ち様が

試される日々が待ち受けているともいえるでしょう。 

歴史を振り返り、かつて常総の人々が行った『落穂ひろいと間引きの絵馬奉納』

を通して、その行為の基となった心の源泉にあった思想、教えとは何かを検証してみましょう。 

・・・・19 世紀前半、度重なる洪水、飢饉のため常陸下総の農村は人口が減少し荒地が増大する所謂農村荒

廃現象が進行していた。その荒廃農村の回復、農民生活の安定、生活道徳の安定についての方法が様々
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な形で現れてくる。 

一方の極には強烈なイデオロギーを持つ水戸学、中間には平田篤胤の国学、大原幽学の性理学、下館

藩・谷田部藩・青木村・大生郷村に行われた二宮尊徳の仕法。反対の極には成田や下総山川の不動尊の信

仰、筑波山麓に住む瓦谷山人臼井教美の道教、下総水海道の鈴木頂行の不二道などの民衆運動があって、

それぞれ相互に交渉をもちながら庶民の生活道徳の形成を促していた。 

水海道の不二道指導者鈴木頂行の遺した『顕善日記』には「文化年中のことであるが、常陸國40ヶ村の不

二道の世話人らが中心で、それぞれの村の子供達を頼んで稲刈り後の落穂拾いをして籾で 30 石余を難渋

人に施したことがあり、同じ頃に国恩に報ずるとして荒地開発を行い、村内の手廻りよろしからざる家の手伝

いに出るなどした」と記されている。 

 安政 4 年（1857）水海道村森下女人講中は栃木県芳賀町の城興寺に『間引きの絵馬』を奉納している。間

引きとは一家に子供が多くて養育し難い時に親が自らの世児を殺すことをいう。江戸時代から明治に至るま

での間に、特に貧困な家庭では生まれ出る児が、この世に生きても困窮の中で苦労させるよりあの世に生ま

れ変わったほうが却って幸せになれると考え、またその児を間引くことによって家族が生きられるとの考えに

よって行われた。 

水海道村は不二道の教えとして間引きを戒める風潮が行き渡っていたものの、間引きされた児の往生を願

って願主（奉納者）水海道村森下女人講中が奉納したこの絵馬は、当時日本の農村各地で行われた悲しい

風俗が表現された貴重な絵馬として芳賀町指定文化財となっている。  <2004年11月15日城興寺副住職

に取材>・・・・・・・・・・ 

2015 年鬼怒川決壊による未曽有の大災害に比べることは難いが、かつて水海道村の村人が水害、飢饉に

よる村の存亡の危機に上述の行動をしたが、その心の源泉に不二道の教えが息づいていたことは想像に難

くない。 
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外 部 卓 話   第２８２０地区 世界社会奉仕委員長 大藤博文様（大子ロータリークラブ） 
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出 席 報 告   荒井孝典委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出席率 

５５名 ４２名 １３名 ０名 １名 ７８．１８％ 

 

ニコニコボックス  青木英男副委員長              入金計 ￥12,000     累計 ￥845,000  

大子ロータリークラブの大藤様、本日の卓話よろしくお願い申し上げます。  海老原会員 

海老原会長、和久さん、お見舞いお礼状の宛名書きお疲れ様でした。  松崎会員 

大藤さん、宜しくお願いします。  瀬戸会員 

本日お越しの皆様方、ありがとうございます。また、大子ＲＣの皆様卓話よろしくお願い致します。石井会員 

出席委員会様、出張例会食ありがとうございます。  石塚（克）会員 

１１月２５日は、ガバナー公式訪問です。お忘れなく。  染谷（秀）会員 

早退します。  大澤会員 

例会欠席しました。  五木田（益）・鯉沼・青木（英）  各会員 

 

会報委員会  二本松恭行委員長  亀崎徳彦副委員長  本橋美章委員 
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